
1

a, bを実数の定数とする．ただし，a \= 0とする．

xについての 3次方程式

ax3 − (3a− 12)x2 + (2a− 11)x+ b = 0 …… (∗)

が 1つの実数解と 2つの虚数解をもつとする．実数解は 1であるとする．

(1) b = 19 20 であり，方程式 (∗)は

(x− 1)
{
ax2 −

(
21 a− 22 23

)
x+ 24

}
= 0

と表せる．

(2) aのとり得る値の範囲は

25 < a < 26

である．

(3) 方程式 (∗)の 2つの虚数解の実部が負であり，かつ aが整数ならば，a = 27 で

ある．このとき，方程式 (∗)の 2つの虚数解は

28 29

30
± 31

32
i

である．ただし，iは虚数単位とする．
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【答】
1920

−1

21

2

2223

12

24

1

25

4

26

9

27

5

2829

−1
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5

31

2

32

5

【解答】
ax3 − (3a− 12)x2 + (2a− 11)x+ b = 0 (a \= 0) …… (∗)

(1) f(x) = ax3 − (3a− 12)x2 + (2a− 11)x+ b (a \= 0)とおく．
x = 1は (∗)の解であるから，f(1) = 0が成り立つ．

f(1) = a− (3a− 12) + (2a− 11) + b

= 1 + b

であるから

1 + b = 0

∴ b = −1 ……（答）

であり，方程式 (∗)は 1 a −3a+ 12 2a− 11 −1
a −2a+ 12 1

a −2a+ 12 1 0ax3 − (3a− 12)x2 + (2a− 11)x− 1 = 0

∴ (x− 1){ax2 − (2a − 12)x+ 1} = 0 ……（答）

と表せる．
(2) (∗)が 1つの実数解と 2つの虚数解をもつから，2次方程式

ax2 − (2a− 12)x+ 1 = 0 (a \= 0)

は異なる 2つの虚数解をもつ．判別式を D とおくと
D
4

= (a− 6)2 − a

= a2 − 13a+ 36

= (a− 4)(a− 9)



2

であり

D < 0 ∴ 4 < a < 9 …… 1⃝ ……（答）

である．
(3) 方程式 (∗)の 2つの虚数解は

x =
a− 6±

√
(a− 4)(a− 9)

a

であるから，2つの虚数解の実部が負であるための条件は

a− 6
a

< 0 ⇐⇒ 0 < a < 6

1⃝もあわせると

4 < a < 6

これを満たす整数 aの値は

a = 5 ……（答）

である．このとき (∗)は

(x− 1)(5x2 + 2x+ 1) = 0

であり，方程式 (∗)の 2つの虚数解は

x =
−1±

√
1− 5

5
=

−1
5

± 2
5
i ……（答）

である．


